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このたびは、弊社製品をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。

設置上の注意事項
本製品を正しくご理解いただくために、施工にあたり、必ずお守りください。
ここに示した注意事項は、本製品の性能、機能、強度、安全性を確保する上での重要な内容です。

株式会社　高岡ケージ工業

商品の組立や取付は、この施工説明書をよくお読みいただき、美しく正確に仕上げてください。

　●本製品は屋内用のバリケードとして、危険区域内の人の侵入防止および境界設定を目的とするための製品です。
　　使用者の安全を保障するための製品ではありません。
　●目的以外への転用および改造を行わないでください。目的外利用をされた場合には、生命・身体に対する
    重大な事故を発生させる恐れがあります。
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組立上の注意事項
  ●ボルト・ナットは指示通り、確実に締めてください。
　●指定した部品やオプション品以外は使用しないでください。
　●組立後は、ボルト類の緩みやガタツキ、その他の使用上危険な箇所がないか点検してください。
  ※上記注意事項をお守りいただけなかった場合、製品の不具合による身体・物の損傷結果を生じさせる
　　恐れがあります。

　

　梱包内容　
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    ※梱包内容を部品表と照合してから、施工を開始してください。
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基準図　バリケード：スクリーン1010・H=1000

基準図　バリケード：スクリーン1020・H=2000
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組立手順 

③完成
　　●ベースプレート・支柱・スクリーン本体の取付バランス、ボルト・ナットの緩みがないか、
　　　再度確認してください。

②スクリーン本体の取付
　　●支柱にスクリーン本体を寄せ、穴位置を確認してから、十字穴付き六角ボルトで六角フランジ
　　　ナットで固定してください。　　

　　●ベースプレートの上に支柱のベース部分を置き、２か所穴を合わせます。ベースプレートの
　　　裏側から、六角ボルトＭ１０×２５を通し、支柱側から出たねじ部を六角ナットＭ１０で、
　　　固定してください。【ベースプレート300・400共通】

①ベースプレートの取付

【注意】スクリーン本体はたわみやすいため、施工時の取扱いは、十分注意してください。
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ご使用上の注意事項

注意！

意　味絵表示
　この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者等が負傷する
　危険性や物的障害の発生が予想されることを示しています。注意！

禁止

禁止
　お手入れにはサンドペーパーやワイヤーブラシ等は使わないでください。

安全にお使いいただくために

　
　※お手入れは1年に1～2回行ってください。

　施工終了後、施主様にこの説明書をお渡しください。【お問い合わせ】

http://www.t-cage.co.jp/

株式会社 高岡ケージ工業
製造元

　〒933-0328　富山県高岡市内島47
　TEL.(0766)31-1007 (代)

（商品に傷がつき、染みや腐食の原因になります。柔らかい布やスポンジで行って
　ください。）

　●この説明書に記載した注意事項は、安全に関する重要な内容を示しています。人身事故や財産への
　　損害を未然に防止するため、次のような絵表示をしています。

　「してはいけないこと」を示しています。

　◎お手入れ方法
　　①中性洗剤をぬるま湯で薄め、柔らかい布かスポンジ、または歯ブラシや洗車用ブラシ等を
      使って表面を洗ってください。
　　②充分に水で洗い流してください。
　　③乾いた布で水分を拭き取ってください。
　　　

　●この商品は、長時間清掃しないままにしておきますと、表面に付着した汚れは染みや腐食の原因と
    なります。表面の汚れが軽いうちに清掃すれば、手間もかからず費用も少なくてすみます。

お手入れについて

　●バリケードタイプは、ベースプレートの底面保護キャップが外れた状態で使用しないでください。
　　キャップがないと、不安定になり転倒する恐れがあります。また、床面に傷がつきやすくなる原
    因にもなります。
　　保護キャップを紛失された場合は、㈱高岡ケージ工業までお問い合わせください。

　●設置後、スクリーン本体や支柱に衝撃が加わった場合には、以下の部分の緩みがないか確認して
　　ください。
　　　①支柱とスクリーン本体を組付ける六角十字穴付きボルトボルト及びフランジ付き六角ナット
　　　②支柱とベースプレートに組付けるボルト・ナット
　　そのまま放置しますと、有害な変形や破損・ケガにつながる恐れがあります。

禁止

　スクリーン本体には物
　を吊り下げないでくだ
　さい。

（ケガ、破損の恐れがあり
　ます。）

禁止

　スクリーン本体を蹴っ
　たり、ゆすったりしな
　いでください。

（ケガ、破損の恐れがあり
　ます。）

禁止

　スクリーン本体の上に
　のぼったり、ぶら下が
　ったりしないでくださ
　い。

（ケガをする恐れがあります
　ので、ご注意ください。）


